
 

 

 

 

 

学校だより 

１１月号 令和5年１１月１日 

墨田区立第三寺島小学校 

校長 関口 亮治 児童数 323名 

墨田区東向島6-8-1 

TEL03-3614-0201 

教 

育

目 

標 

 ☆心身ともに健康で自主協同の精神に 

  満ちた児童を育成する 

 〇じょうぶな体をつくる子 

 〇進んで学ぶ子 

 〇おたがいを大切にする子 

 〇人のために働ける子  

開校９５周年記念運動会 

校長  関口 亮治  

１０月２８日、爽やかな秋晴れの下、校庭で４年ぶりに全校児童が集う運動会が行わ

れました。児童会活動で決定したスローガン「三寺９５周年 一致団結 勝利のために

全力で戦え！」のもと、子供たちは練習の成果を十分に発揮し、保護者、来賓、関係者

の皆様に元気に取り組む姿を披露することができました。 

 ご来校を賜りました皆様には、ご多用の中、精一杯頑張る子供たちを応援していただ

きありがとうございました。観覧に際してご不便をおかけしましたが、譲り合って観て

くださったためスムーズな運営ができました。運営には、ＰＴＡ本部、保護者等ボラン

ティアの方にご尽力いただきました。感謝申し上げます。 

 運動会前の全校朝会では、「運動会には、走る力を競い合う短距離走や、クラスや学年

で力を合わせる団体種目や表現種目があり、これらの種目を通して、みなさん一人一人

が、そしてクラスや学年がより成長することがねらいです。運動会が終わったら『前よ

りも元気にあいさつができるようになった』、『授業でたくさん発表するようになった』、

『クラスや学年の友達とより仲良くできるようなった』などがあるとよいですね。」と話

しました。 

また、後期始業式では、学習曲線の話をしました。人が「できるようになりたい、頑

張りたい」と考えていることは、図の中の①の直線のように努力した分だけ伸びていく

ことはなかなかありません。実際は、②の階段のような形になることがほとんどです。

努力をしていてもなかなか上達しない。しかし、あきらめずに努力を続けていれば、だ

んだんと上手になっていって、大きく伸びる時が訪れます。そしてまた成長が止まった

ように感じる時が来ます。「足踏み

期」とも呼ばれますが、この時の努

力は、次にやって来る急成長のため

に蓄積されているのです。あきらめ

ずに努力を続けていく大切さについ

て話をしました。 

運動会に取り組む子供たちも、練

習の過程で、このような「足踏み期」

を経験したかもしれません。その時

に、次に来る大きな伸びのために、努力を続けられたことでしょう。また、私たち大人

は、子供たちが努力を重ねられるように励まし続け、支えられたことでしょう。 

運動会が子供たちにとって、努力を続ける大切さや自分自身や学級・学年の成長が感

じられ、そして、自分への自信を深める機会になったことを期待しています。 

学校 HP https://www.sumida.ed.jp/santerajimasho/ 

https://www.sumida.ed.jp/santerajimasho/


 

※下校時刻のめやす 

※後期の避難訓練は予告なしで行います。 

普通時程（給食あり） ４ｈ→13:15 ５ｈ→14:30 月・水曜日５ｈ→14:15 ６ｈ→15:20 

繰り上げ時程 繰５ｈ→14:15 繰６ｈ→15:05 

クラブ活動（４～６年） 15:20 

委員会活動（５・６年） 15:05 

土曜時程 ３ｈ→11:20 


